
春の市民大茶会について。
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豊川にて（右より２人目が河合陸郎）　大正２年頃

　少しずつ春めく日々に喜びを感じながら過ごす今日この頃。少しでも気持ちが明るくなると嬉しいですね！まだまだ気を緩
めることはできませんが、文化から力をもらうことも大切です。実施できる催し物も少し増えてきていますので、ぜひ力をもらっ
てみてはいかがでしょうか。
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先生が小唄のお師匠になられるまでの
いきさつを教えてください。
　幼い頃から日本舞踊を習っていて、邦楽
には慣れ親しんでいました。昭和37年に春
日とよ八重師匠の小唄を聴き、ものすごく感
動をしました。「何でもない時間が感動的な
時間に！」という感覚でしたね。それから友
人に誘われて中日文化センターで小唄を習
い始めました。また、岐阜で春日とよ津満師
匠に出会い東京に通い始めました。

小唄の特徴や魅力を教えてください。
　小唄は江戸時代に始まりました。曲は長
くても3 ～ 4分で、「いいとこどりの唄」みた
いな感じです。「吉田」や「三河」が出てく
る小唄もあるんですよ。習字で例えると長
唄は楷書、清元や小唄は草書と言えます
ね。三味線は中棹を使用し、江戸時代は
ばちで弾いていたそうですが、
明治時代に入ってからばちを
使わず爪弾きをしています。ち
なみに津軽三味線は太棹、長
唄は細棹を使用します。最初
に作られた小唄「散るは浮き
散らぬは沈む紅葉ばの影は高
雄か山川の水の流れに月のか
げ」は、人の人生をそのまま唄
っていて、なんて綺麗な言葉な
んだろうと思います。小唄は奥
ゆかしいけど「粋でいなせで
上品」でないといけません。

現在の活動について教えてください。
　現在も春日とよ津満先生のところに通っ
ており、コロナ流行前は東京の三越劇場や
国立劇場などでも発表を行っていました。
　お稽古は自宅・サーラ・文化会館で行っ
ており、みなさん楽しんでくださっています。

「その人の持ち味を上手に活かしてあげ
ること」を大切にしています。

これからどのように活動されていきた
いですか？
　邦楽大会や邦楽鑑賞会での発表はも
ちろん、三の丸会館やプラットでも発表会
をしたこともあるので、今後も開催したいと
思っています。また、現代に似合った小唄
を豊橋の土地で作っていき、小唄を豊橋
に広めたい、小唄を学んでくださる方がも
っと増えると嬉しいと思っています。

小唄 春日とよ津満糸会
小唄に始まり小唄に終わる

豊橋の文化活動―アーカイブス⑪

　豊橋文化振興財団の「市民草の根文化運動」の発露として、戦前の第一次文化協会までそのルーツを辿り、更には東　豊橋文化振興財団の「市民草の根文化運動」の発露として、戦前の第一次文化協会までそのルーツを辿り、更には東
三新人会をはじめとする豊橋のプロレタリア文化運動をも併せ振り返ってみると、熾烈な正義感と文化人の矜持が伝わって三新人会をはじめとする豊橋のプロレタリア文化運動をも併せ振り返ってみると、熾烈な正義感と文化人の矜持が伝わって
くる。くる。
　中でも、戦後の豊橋文化協会（第二次文化協会）設立に深く関わる、岩瀬正雄（毛利豹介）、河合陸郎（西　進策）、浅　中でも、戦後の豊橋文化協会（第二次文化協会）設立に深く関わる、岩瀬正雄（毛利豹介）、河合陸郎（西　進策）、浅
井秀雄（野呂　進）らによる、問答無用のファシズムに抗い、言論閉塞の時勢をかこちながらも止むことのなかった文化活井秀雄（野呂　進）らによる、問答無用のファシズムに抗い、言論閉塞の時勢をかこちながらも止むことのなかった文化活
動やその軌跡を現代の我々の心にも止めておきたいものである。動やその軌跡を現代の我々の心にも止めておきたいものである。

「道　無　窮　」（みちはきわまりなし）「道　無　窮　」（みちはきわまりなし）
◎河合陸郎（明治35年1902 ～ 76）と浅井秀雄（明治34年1901 ～ 72）◎河合陸郎（明治35年1902 ～ 76）と浅井秀雄（明治34年1901 ～ 72）
　日本の社会主義運動は明治44年の大逆事件によって一時後退するが、大正7年の米騒動に見られる自然発生的な大　日本の社会主義運動は明治44年の大逆事件によって一時後退するが、大正7年の米騒動に見られる自然発生的な大
衆運動が盛り上がり、第一次世界大戦後の不況、昭和恐慌等による生活不安、ロシア革命の影響などを背景として、全国衆運動が盛り上がり、第一次世界大戦後の不況、昭和恐慌等による生活不安、ロシア革命の影響などを背景として、全国
的に拡大した。大正7年8月には豊橋でも米騒動が勃発し若き日の河合陸郎は清水（今の大橋通）の交番襲撃デモに参加的に拡大した。大正7年8月には豊橋でも米騒動が勃発し若き日の河合陸郎は清水（今の大橋通）の交番襲撃デモに参加
し逮捕（不起訴、当時16歳であったが、この体験が実業家への道よりも、もっと人間的な生き方へかわっていく要因となってし逮捕（不起訴、当時16歳であったが、この体験が実業家への道よりも、もっと人間的な生き方へかわっていく要因となって
いった。＜河合陸郎伝＞）されている。いった。＜河合陸郎伝＞）されている。
　陸郎は大阪YMCAの頃より大逆事件に深く関心をもっていた石川啄木に心ひかれ、夜店や古本屋で啄木の歌の載っ　陸郎は大阪YMCAの頃より大逆事件に深く関心をもっていた石川啄木に心ひかれ、夜店や古本屋で啄木の歌の載っ
ている雑誌「明星」や「スバル」を探し読み、自身も啄木ばりの歌を作って新聞に投稿していた。ている雑誌「明星」や「スバル」を探し読み、自身も啄木ばりの歌を作って新聞に投稿していた。
　啄木が創刊号の発行人を務めた「スバル」、与謝野晶　啄木が創刊号の発行人を務めた「スバル」、与謝野晶
子「君死に給うこと勿れ」の掲載された「明星」である。子「君死に給うこと勿れ」の掲載された「明星」である。
　陸郎はやがて豊橋に戻り日刊新聞社「新朝報」に入社　陸郎はやがて豊橋に戻り日刊新聞社「新朝報」に入社
し、以来およそ30年におよぶ記者生活の第一歩を踏み出し、以来およそ30年におよぶ記者生活の第一歩を踏み出
した。大正10年19歳の年であった。した。大正10年19歳の年であった。
　陸郎は第二次文協・豊橋文化にも「西　進策」のペン　陸郎は第二次文協・豊橋文化にも「西　進策」のペン
ネームで寄稿しているが、由来は、高杉晋作の号「東行」ネームで寄稿しているが、由来は、高杉晋作の号「東行」
に対し、晋作の向こうを張って「西に進む。」それでペンネに対し、晋作の向こうを張って「西に進む。」それでペンネ
ームにした、と語り、昭和5年から新朝報コラムより使用しームにした、と語り、昭和5年から新朝報コラムより使用し
ている。ている。
　このような世相の中で、大正10年頃に河合陸郎は浅　このような世相の中で、大正10年頃に河合陸郎は浅
井秀雄、福沢卯介や野口品二らとともに社会主義的思井秀雄、福沢卯介や野口品二らとともに社会主義的思
想に傾く「黒暮土社」を結成した。ただし、「黒暮土社」は想に傾く「黒暮土社」を結成した。ただし、「黒暮土社」は
どちらかというと文芸活動的団体であり、労働運動というどちらかというと文芸活動的団体であり、労働運動という
ものではなかった。ものではなかった。

～気骨の文化人たち Ⅰ～

　令和4年4月に予定しています「春の市民大茶会」ですが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大にともない、開催の有無
や開催方法について検討しております。何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。

隔月
発行vol.42

豊橋総合いけばな展を開催します。
　豊橋華道連盟に所属する9流派の合同いけばな展です。各流派出色の作品で、見ごたえのある花展となります。ぜひご覧く
ださい。

▶日時／令和4年4月23日（土）～24日（日）
　　　　午前10時～午後4時
▶場所／豊橋市民文化会館２階展示室
▶出瓶団体（予定）／嵯峨御流、華道家元池坊豊橋、小

原流、南宗流、真生流、日本生花
司松月堂古流、花芸安達流、日本
華道松月、天生流（順不同）

▶問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

初釜茶会を開催しました。

令和4年度　維持会員会費納入のお願い。
　豊橋文化振興財団は、維持会員の皆様の財政的支援を受け、文化芸術を通して人々
の生活を豊かにし、活力ある街づくりに貢献するため、様 な々文化事業を実施しています。
　新型コロナウイルスが社会的・経済的に影響を及ぼす中での依頼で大変恐縮でありま
すが、新年度も引き続き、ご支援・ご協力賜りたく、令和3年度の維持会員の皆様には、３
月上旬に更新のご案内を送付させていただきます。指定の方法にて引き続き、ご支援
賜りますようお願い申し上げます。

▶会員期間／令和4年4月1日～令和5年3月31日
▶会費／普通個人会員：１口　 3,000円、特別個人会員：１口　10,000円
　　　　特別団体会員：１口　10,000円、特別法人会員：１口　20,000円
　　　　特別賛助会員：１口　50,000円

◦特定公益増進法人に対する寄附金について
当財団の維持会員としての会費は、所得税法施行令第217条第1項第3号及び法人
税法施行令第77条第1項第3号に該当する特定公益増進法人として、寄附金控除
の対象となります。詳細につきましては、お送りするご案内をご覧いただくか、豊橋文化
振興財団事務局までお問合せください。

公益財団法人豊橋文化振興財団
理事長　藤原俊男

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。昨年は前年に引き
続くコロナ禍で様 な々困難に立ち向かう一年でしたが、皆様
の格別なお引き立てを賜りながら出来うる限りの事業を進め
ることができ心より感謝申し上げます。とりわけ昨秋に行った
豊橋文化振興財団設立20周年記念式典には多くの方々に
ご来場いただき誠にありがとうございました。記念誌も発刊さ
せていただきましたが、20周年を迎えるにあたり「豊橋文化」
紙面にアーカイブス欄を設け戦後の豊橋文化協会以来75年の軌跡を振り返るとともに
歴代理事長との鼎

てい

談
だん

も行う中で、改めて文化の尊さや美しさを感じ皆様の生活に灯りを
ともすことこそが私共豊橋文化振興財団の存在意義であると再認識したところでござい
ます。
　文化とは、突き詰めれば平和と自由であると思います。豊橋文化振興財団のルーツを
辿り戦前にまで遡ればファシズムに抗い、自由な表現を希求する若者達や市井の人びと
の生活が垣間見られます。衣、食、住、遊、習、学、こうしたものすべてが文化であり、それ
らが平和裡に自由に表現されなくては人の心に灯りはともらず潤うこともありません。豊橋
文化協会というものが初めて組織されたのは昭和8年、現在の豊橋文化振興財団につ
ながる第二次世界大戦前の第一次豊橋文化協会が昭和9年に発足し、戦後昭和21年
に第二次豊橋文化協会がスタートしましたが、いずれも様 な々社会状況にあって文化と
いうものが人々に慰

い

藉
しゃ

と光明をもたらし生きる糧になるという点で心は共通しています。
畢
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竟するに私たちに今求められていることは、豊橋の将来がより明るくなるような文化振
興に向け、温故知新、智慧を出し合うことが大切ではないかと思います。
　結びに豊橋文化振興財団20年という歴史を刻むことができましたのも、皆様方のご指
導ご鞭撻のおかげでございます。心より感謝申し上げますとともに、今後とも当財団への
ご支援ご協力のほどをお願いいたします。
　本年も皆様方がご健勝で益 ご々活躍される事をお祈り申し上げて、新年のご挨拶とさ
せていただきます。

新春ご挨拶

　令和4年1月９日、三の丸会館において豊橋茶道クラブ主催、煎茶売茶流による初釜茶会が開催されました。折からのコロナ禍、予
約制による人数制限や換気等対策などの徹底に加え、待合や点心も省略した茶会となりましたが、心が尽くされたお道具の数々やオ
リエンタルな雰囲気の敷布はいかにも自由闊達な雰囲気の煎茶席らしく、そしてなんといっても新城茶（甘露）のお点前一煎目と二煎
目の異なる味わい、間に頂く若松園のお菓子（ゆり根きんとん、つぶあん）は変りなく誠に素晴らしく、おいしく、浅井由崇市長や田中市
議会議長はじめ豊橋市の幹部の皆様にも至極の豊橋伝統文化を堪能して頂くことができました。
　昭和24年に発足し26年に現在の形の茶道クラブとして月例茶会を開催し続け、昭和61年には三の丸会館もできました。初釜茶会も
その中の一つとして続けてまいりましたが、昨年は時勢がままならず開催できませんでした。今年の初釜のお軸は黄檗山六十一代亘

こう

令
れい

「吸毛劔」、ふっと吹きかけた毛が切れたという伝説の名剣の如く、閉塞感に満ちた状況を託
かこ

ちるばかりでなく、この様な時にこそ一
期一会、文化の力で心の切れ味を磨いておきたいものです。

　今回は豊橋の小唄団体「春日とよ津満糸会」の春日とよ津満糸先生にお話を伺いま
した。



豊橋文化　2022年２月発行
市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なく変更する場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。

催し物スケジュール 3月〜 4月
「Lion.E Ⅱ」

サイズ F50号

　動物が懸命に生きようとする姿勢
から感じる無限のエネルギーを絵で
表現しています。
　この作品の技法は、アクリル絵の
具に同じ量のモデリングペーストを混
ぜ合わせて、それをペインティングナ
イフを使って、厚く盛り上げて塗って
います。赤色、青色、黄色を基本とし
て描いているため力強い色彩でライ
オンの強さと格好良さ、そして優しさ
と温かさを表現しています。
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3月
裏千家六日会月釜
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦800円　　担当◦清水宗澄
茶道クラブ月例茶会※事前予約制（２月20日より予約受付開始）
　時間◦９時30分～　　場所◦三の丸会館　　会費◦一般600円/会員500円
　担当◦宗徧流豊橋支部
第41回華道家元池坊豊橋支部展…………………………………………………………９日（水）まで
　時間◦10時～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT　　入場料◦無料
　内容◦池坊豊橋支部に所属する会員によるいけ花の展覧会
西川芸能練習場稽古
　時間◦14時～ 16時　　場所◦西村能舞台（豊橋上伝馬町）　　お問合せ◦080-1063-3855
私のB級?!コレクション展… …………………………………………………………… 13日（日）まで
　時間◦10時～ 16時　　場所◦豊橋市民文化会館2階展示室　　入場料◦無料
第10回　オオミナオバレエスタジオ発表会
　時間◦13時30分～　　場所◦アイプラザ豊橋　講堂　　入場料◦無料
　内容◦２年に一度のクラシックバレエの発表会
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
MGT　第８回　演奏会
　時間◦18時30分～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT　アートスペース
　入場料◦無料　　内容◦全国各地で活動するクラシックの音楽家の演奏会
桜丘学園吹奏楽部第35回定期演奏会・………………………………………………… 20日（日）まで
　時間◦19日：18時30分～　20日：14時～　　場所◦アイプラザ豊橋
　入場料◦指定席：1,000円　自由席：800円
　内容◦両日ともクラシック、ポップスステージあり。19日はミュージカル、20日はマーチングステージを行います。
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
東陽ふれあい音楽会「MIOのほのぼの音楽会～私の想いをメロディーの翼に乗せて～」
　時間◦10時～　　場所◦東陽地区市民館　　参加券◦400円
　出演◦すずきみお（ピアノ）・鈴木直己（賛助出演）
西村能舞台稽古
　時間◦14時～ 16時　　場所◦西村能舞台（豊橋上伝馬町）　　お問合せ◦080-1063-3855
シニアのための脳トレピアノ®おいまつ教室発表会
　時間◦14時～　　場所◦豊橋市民文化会館　リハーサル室　　入場料◦無料
　内容◦シニアのための脳トレピアノ®教室の第1回発表会
第54回三河書芸展…………………………………………………………………… 4月3日（日）まで
　場所◦桜ヶ丘ミュージアム　　内容◦書道愛好家約80名による書道作品展覧会

日本生花司松月堂古流東三支部　春のいけばな展………………………………………４日（月）まで
　時間◦10時～ 14時30分　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLATアートスペース　
　入場料◦無料　　内容◦日本生花司松月堂古流東三支部の会員によるいけばな展
西川芸能練習場稽古
　時間◦14時～ 16時　　場所◦西村能舞台（豊橋上伝馬町）　　お問合せ◦080-1063-3855
邦楽鑑賞会
　時間◦17時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
飛雲会能楽発表会
　時間◦14時～　　場所◦豊田能楽堂
茶道×クラシック音楽
　時間◦11時～ 15時　　場所◦豊橋市三の丸会館　　入場料◦2,500円
　内容◦茶道薄茶点前のデモンストレーション、一服のち、チェンバロとヴァイオリンのコンサート
琵琶演奏会「春のおさらい会」
　時間◦13時開演（12時開場）　　場所◦豊橋市民文化会館リハーサル室　　入場料◦無料
　内容◦「石童丸」「船弁慶」「坂本龍馬」など日頃のお稽古の発表をします
えびね展…………………………………………………………………………………… 17日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦豊橋市民文化会館2階展示室　　入場料◦無料
　内容◦東三河えびね愛好家による多種にわたる「えびね（ユリ科）」の展示
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
日本水彩画会豊橋市支部第39回日本水彩画会豊橋支部展… ……………………… 24日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦豊橋市美術博物館　　入場料◦無料
　内容◦豊橋支部会員による水彩画の展示
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
豊橋総合いけばな展［春］… …………………………………………………………… 24日（日）まで
　時間◦10時～ 16時　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室　　入場料◦無料
　内容◦市内華道９流派による東三河最大級の華展
豊橋少年少女合唱団第42回定期演奏会
　時間◦14時開演（13時30分開場）　　場所◦豊橋市民文化会館
　入場料◦1,000円（自由席・３歳以下無料）
　プログラム◦歌のアンサンブル、子供から大人まで一緒に歌おう♪、合唱劇 はじめましてシューベルトさん

4月
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2021年 松坂屋名古屋店
　「IIME FUKURAME」
2021年12月～ 2022年1月
GINZA SIX artglorieux
　「artglorieux Selection Part Ⅰ」
　「artglorieux Selection Part Ⅱ」
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　京都駅八条口すぐそばの帝国ホテルでの会議に出席…会議は午後からだったが少々思惑があり、早めの
列車に飛び乗った。京都駅には１０時過ぎに到着。人込みでにぎわう南北連絡通路を渡り、烏丸口へ出た。そこ
から東口の方へ進み、京都センチュリーホテルの角を曲がり、正行院を横目で見ながら辿りついたのは、1938年
創業の『新福菜館本店』。
　10数年ぶりにドス黒いツユのラーメンを啜ろうと楽しみにしていたが、すでに店前に２０人程の行列ができてい
た。ちなみにこの店の並びにある京都ラーメンの老舗『第一旭』にも同じぐらいの行列…仕方がないので諦め
て、再び八条口方面へ。
　下町情緒の遺る路地裏を歩いていると、ひなびた大衆食堂の『殿田』を発見！早速、暖簾を潜り、案内される
ままに着席。メニューを拡げると、《たぬきうどん》のところに“名物”さらに畳みかけるように“一番人気”の表示…
ここは店主を信じて素直に乗っかってみることにした。
　老舗の風格を漂わせた昭和レトロの店内を眺めながらしばらく待っている
と、京風の《たぬきうどん》がおもむろに登場。それこそ狸に化かされたのか
と思うほど、自分の抱くイメージ（《かけうどん》に天かすを乗せたもの）とは、
かなりかけ離れた代物だった。
　まさに“ところ変われば品変わる”…中細のうどんの上には、ふわふわの
刻みお揚げと香り高い九条ねぎ、さらにすりおろした生姜がたっぷりと乗って
いる。しかも関西風の昆布ダシのつゆは、なんと“あんかけ”仕立て！なるほ
ど、これなら底冷えする京都の厳しい冬ものりきれるというもの。ボリューム満
点の京風《たぬきうどん》を、汗ばみながらゆっくりと時間をかけて堪能。
　会議は白熱して２時間に及ぶ。外に出ると陽はオレンジ色に染まり、西の
空に傾いていた。八条口界隈の土産物屋を物色…《しば漬》や《抹茶菓
子》などを土産に、足早に帰路に着いた。

たぬきうどん
斧路朱音

　令和3年12月26日と令和4年1月5日に冬休み伝統文化こども教室茶道の部、令和3年12月24日に華道の部を
実施しました。夏の伝統文化子ども教室と同様にとても多くのお申し込みをいただき、抽選となり、茶道19名、華
道34名の児童が参加しました。夏とはまた違った趣があり、華道の部ではクリスマスに飾るお花を活けました。

冬休み伝統文化こども教室を実施しました。
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